武蔵丘ハンドボールクリニック活動報告 by 高橋 琴美 & 高橋 こずえ
－ 79 －
Ⅰ はじめに
　ハンドボールは、走る、跳ぶ、投げるといった
基本的な運動要素を含んだ球技で、ヨーロッパを
中心に人気の高いスポーツである。しかし日本国
内では競技人口が少なく、認知度も高くはない。
埼玉県内でも、地区によってチーム数に大きな差
があり、北部・西部地区は他の地区と比べチーム
数が少ない。そのため児童・生徒がハンドボール
に興味・関心を持っても学校には活動できる部が
ない、あるいは部の活動はしているが部員数が少
なく、単独チームでの大会参加が難しいといった
状況が生まれている。そこで武蔵丘スポーツクラ
ブでは、武蔵丘短期大学の施設を利用し、スポー
ツイベント事業の一つとして平成 24 年から「武
蔵丘ハンドボールクリニック」（以下、クリニック）
を開催している。このクリニックは、ハンドボー
ル競技の普及及び地域社会への貢献を目的とし、
子どもたちにハンドボールに触れる機会を提供す
るとともに、埼玉県内に拠点を置く日本のトップ
チームである大崎電気ハンドボール部とその OB
に協力をお願いし、ハンドボールというスポーツ
を通じて思いやりの精神や努力する習慣、コミュ
ニケーション能力の向上を図ることを目的とした
プログラムを年 3 回実施している。また本学学生
においてはクリニックの運営に携わることでイベ
ントの企画・運営について学ぶと同時に、補助員
としてクリニックに参加し、子供たちと一緒に活
動することでコミュニケーション能力を養い、ハ
ンドボールの指導法について学ぶことを目的とし
た。本報告では、これまでのプログラム実施内容
の報告と今後の課題について報告する。
Ⅱ 平成 24 年度
1. 事前準備
　クリニックの開催にあたり、参加対象者の設定、
開催時期を検討する必要があり、西部地区で小学
生から高校生まで指導している筑波大学附属坂戸
高等学校の平野延行教諭に相談し，助言をいただ
いた。参加対象者として、埼玉県北部・西部地区
ではハンドボールの認知度が低く、ハンドボール
の経験がない子どもたちの参加が難しいことか
ら、まずは県内のハンドボールチームに声をかけ、
参加を募ることとなった。また施設の大きさ等を
考慮し、小学生・中学生を対象とすることとした。
開催時期については、対象とする参加者の大会が
ない時期とした。
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This is the activity report of Musashigaoka Handball Clinic. This clinic was done by Musashigaoka Sports 
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　クリニックの講師として、元日本代表キャプテ
ンで元大崎電気ハンドボール部の東俊介氏と NTS
インストラクターの山口たまき氏に協力を依頼し
た。東氏からは大崎電気ハンドボール部の協力に
ついて提案があり、お願いすることとなった。
　クリニック当日の救急体制として、アスレ
ティックトレーナーである田中忍氏に協力を依頼
し、学生とともに対応をお願いした。また熱中症
予防のため、スポーツドリンクを用意し、こまめ
に給水を促すとともに、涼しくした休憩室を準備
した。
　
2. 開催時期、参加者数と講師
　開催回数は年 3 回とし、参加者を小学生（高学
年）、中学生、親子（小学生とその保護者）にす
ることとした。開催時期と参加対象者および人数
は表 1 の通りである。第 3 回については、参加者
が小学生のみ、あるいは保護者 1 名小学生 2 名以
上の参加の場合は、学生が保護者役で参加した。
表 1　平成 24 年度開催日時及び参加者
日　時 参加者 人　数
第 1 回
8 月 19 日（日）
10 〜 13 時
坂戸ハンドボールクラブ
さいたま市ハンドボール
クラブ
高学年
30 名
第 2 回
10 月 13 日（土）
14 〜 17 時
大妻嵐山中学校
春日部市立豊春中学校 44 名
第 3 回
1 月 27 日（日）
13 〜 16 時
小学生とその保護者
17 組
29 名
　なお，各回の講師は次の通りである．
第 1 回：東俊介氏，東佑三選手
第 2 回：東俊介氏，山口たまき氏
第 3 回：東俊介氏，山口たまき氏
3. 内容
　東氏との事前打ち合わせにより、このクリニッ
クでは、技術・戦術的な内容は必要最小限とし、
仲間とコミュニケーションをとり、協力し合うこ
とを重視した内容で展開することとした。また各
回の最後には必ずゲームを取り入れ、仲間と協力
し合うことを意識させるとともに、応援ポイント
を設け、試合のないチームは試合をしているチー
ムを大きな声で応援をすることで仲間の良いプ
レーを認め、応援する大切さを意識させた。
　クリニックは全体的に好評で、特に普段接する
ことができない元全日本選手や現役選手から直接
指導を受けられ、さらにクリニック最後の交流会
でより身近に選手と接することができたことは、
子どもたちにとって貴重な機会となった。また本
学学生にとっても貴重な学びの機会とすることが
できた。反省点としては、開催時期の調整が遅れ
たこと、クリニックの時間が予定より長くなった
ことが挙げられる。これらについては来年度以降
改善することとなった。
写真 1　小学生クリニック
写真 2　中学生クリニック
写真 3　親子クリニック
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Ⅲ 平成 25 年度
1. 事前準備
　講師、担当者で事前に打ち合わせを行い、参加
者と開催回数、及び開催時期は平成 24 年度と同
様とした。内容について平成 24 年度の内容から
変更をするか検討した結果、小学生と親子のクリ
ニックについては同じ内容とした。中学生のクリ
ニックについては、よりモチベーションを高める
ためにポジション別の練習を入れることで技術的
な内容を取り入れることとした。
　クリニック当日の救急体制については、田中氏
が引き続き協力してくれることとなり、24 年度と
同様に行うこととなった。
2. 開催時期、参加者数と講師
　開催回数、参加者を表 2 に示した。 
表 2　平成 25 年度開催日時及び参加者
日　時 参加者 人　数
第 1 回
8月18日（日）
9 〜 12時
坂戸ハンドボールクラブ
さいたま市ハンドボールクラブ
4 〜 6
年生
18名
第 2 回
10月27日（日）
13 〜 16時
春日部市立豊春中学校
東京農業大学第三高等学校付属
中学校
34名
第 3 回
1月18日（土）
12 〜 15時
小学生とその保護者
19組
25名
　なお、各回の講師は次の通りである。
第 1 回：東俊介氏、東佑三選手、石川出選手
第 2 回：東俊介氏、山口たまき氏、東佑三選手、
　　　　森淳選手
第 3 回：東俊介氏、東佑三選手、岩永生選手
写真 4　小学生クリニック
写真 5　中学生クリニック（GK 練習）
写真 6　親子クリニック
3. 内容
　小学生と親子のクリニックでは、24 年度同様に
仲間とコミュニケーションをとり、協力し合うこ
とを重視した内容で展開した。中学生のクリニッ
クでは、全体でウォーミングアップを30分程度行っ
た後、コートプレーヤーとゴールキーパーに別れ、
ポジション別の練習を行った。ポジション別の練
習の後は再び一緒に練習を行い、コートプレーヤー
はシュート練習を、ゴールキーパーはシュートを
止めるためのセービングや位置取りの練習を行っ
た。すべての回において、最後はゲームを行い、
仲間との協力と応援の大切さを意識させた。
　参加者の中には 2 年連続の参加者も多く、24 年
度同様の内容で進めたことが心配であったが、特
に不満の声を聞くことなく進んだ。中学生のクリ
ニックについては、内容を一部変更し、ポジショ
ン別の練習を取り入れたところ、熱心に練習に取
り組む姿が見られ、中学生にとっては新しいこと
に取り組むことがモチベーションを高める一つの
ポイントになると考えられた。
－ 82 －
武蔵丘ハンドボールクリニック活動報告
Ⅳ 今後の課題
　これまでのクリニックでは、大崎電気ハンド
ボール部の協力により、現役選手に直接指導して
もらえる貴重な機会として、参加者から大変好評
である。そして、専門的な指導ができる山口氏の
協力により、特に中学生のクリニックではゴール
キーパーのための練習の機会を設けることができ
た。ゴールキーパーの指導は難しく、中学校の指
導者からも非常に喜ばれたため、今後もこの内容
を継続していきたいと考えている。またこのクリ
ニックの大きな特徴としては、仲間との協力、コ
ミュニケーション能力を養うということを重視し
ていることと、他ではあまり開催されていない親
子クリニックを開催していることにある。普段は
子どもたちだけで行っているハンドボールを親子
で一緒に行うことで、普段とは違った形でお互
いに接することができるため、参加者から非常に
好評であった。技術指導中心の講習会はいろいろ
なところで開催されているが、仲間との協力やコ
ミュニケーション能力を養うことを中心とした講
習会はまだ少ないため、参加者からの要望などを
取り入れつつ、今後もこの 2 つをクリニックの特
徴として継続させていきたいと考えている。
　全体的には大きな問題もなく、スムーズに開催
できているが、今後より発展、継続していくため
には検討すべき課題がある。まず一つ目の課題と
しては広報及び参加者募集の方法が挙げられる。
このクリニックはハンドボールの認知度の低さか
ら、まず小学生ハンドボールチームへ参加を呼び
かけることから始めたが、参加者募集の方法がハ
ンドボールチームへの案内が中心になるとハンド
ボール未経験者の参加はなかなか難しく、ハンド
ボールを経験したことがない子どもたちにハンド
ボールを行う機会を作るといった目的はあまり達
成できていない。今後は、広報の方法、参加募集
の方法なども含め、経験のある子どもたちの参加
だけではなく、経験のない子どもたちの参加をど
れだけ増やせるかも考えていく必要がある。また
経験のない子どもたちが参加し、ハンドボールを
楽しいと感じたとしても、その後の活動場所がな
いという意見も一部の保護者の方から寄せられて
いる。よってただ参加者を増やすことだけではな
く、その後も継続してハンドボールができる環境
を作っていくことも、今後の発展には必要である
と考えられる。
　二つ目の課題として開催時期がある。開催時期
については、当初予定では年 3 回で計画していた
が、1 月の開催は寒い時期で参加者が集まりにく
いこと、大崎電気ハンドボール部の試合期と重な
り日程調整が難しいこと、本学学生の試験期間が
重なることなどから、今後は開催時期を検討する
必要がある。大崎電気ハンドボール部の試合期以
外で開催できるのは 6 月〜 10 月の期間となるが、
その期間は学生のリーグ戦も重なり日程調整が難
しいため、日程調整だけではなく開催回数自体も
検討する必要がある。
　このクリニックは、本学学生にとっても非常に
貴重な学びとなっている。講師や現役選手と一緒
に子どもたちの指導を行うことでコミュニケー
ション能力を養い、指導法を学ぶだけではなく、
クリニックの準備・運営に携わることでスムーズ
に進行するために、今何をするべきか自ら考えて
行動することは、これからの社会に出ていく際に
もとても大切なこととなる。参加者に喜んでもら
えるだけではなく、このような学びの機会を本学
学生に提供していくために、今後も改善を続けな
がら、武蔵丘ハンドボールクリニックを継続させ
ていきたいと考えている。
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